




























Ⅰ-山の木を使って、健康で温もりのある「家」を創る
§住環境が健康に与える影響
　「食」が健康に与える影響は多くの人の認知するところですが、「住」が健康に与える影響は

まだ認識できていません。全ての人間環境の内で〈住居〉が70%の影響があると言われています
。今、無垢材「木」の効果・効用が次第に明らかになってきました。「ストレス緩和作用」、「

抵抗力増強作用」、「断熱作用」、「調湿作用」、「音まろやか作用」、「光の緩衝作用」、「

快適安手触り作用」、「火災被害最少作用」、「衝撃l吸収作用」、「空気浄化作用」などがあり
ます。これら無垢材=〈建築素材〉効果効用に加え、空間の持つ心理学的効果を活かして、オリジ
ナルな住空間の提供を行います。

§木のストレス緩和力の研究

　京都大学医学部教授の齋藤ゆみ氏は、「木質空間およびビニール空間における疲労・ストレス

の緩和効果」の研究を行いました。(木材学会誌第五五巻第二号掲載) 木の空間が果たして我々の身
体に物性的に何かの作用を働かせ、心身に変化をもたらすかどうかの実験でした。この実験で、

生科学的・心理学的指標からの比較による考察を行なったのです。この実験結果では、 【木質空
間の方が、ビニール空間より活気を除く、不安、抑鬱、落ち込み、 怒り・敵意、疲労、混乱など
のストレス状態を示す因子の値が有意に低下している】ということが、実証されました。 木のど
の要素がどの様に作用したかという因果関係は不明ですが、木の居室の方が、ビニール空間より

も少なくともストレスを早く緩和させる効果があると判断される結果でした。

　　又、斎藤先生自らが、木のマンションリノベーションを行いました。壁は漆喰壁と桐の板を

貼り、床はナラ無垢材のフローリングで、外部サッシュには内障子で2重建具にしました。そうし
たら、驚くほど居心地の良いマンションになりました。

§生産地＝「山」と消費地＝「都市」を結ぶ  



　今まで、無垢材を住宅で使うことは難しいとされていました。我々は、コスト面、技術面、供

給面のすべてに渡ってこの問題をクリアしました。山との連携で流通コストを押さえ、職人の参

加を得て味のある仕上げを生み出し、プレ加工を導入して無駄な人件費をおさえました。これ

によって今まで不可能とされた質の高い、個性豊かな「木」の住宅を実現します。

§地球環境への貢献
　

　国土の70％を占める日本の森林資源は、人工林が年間3％の勢いで成長しています。この内日本
人が消費しているのは僅か1％しかありません。 即ち、有用な森林資源は、今使われないまま生産
され放置されているのです。 都市に人口が集中する現代日本の土地利用構造から都市部の居住者
が森林資源の活用を図ることは、日本の都市と森林の連関を再構築することです。 ①１軒の家を
建てると山の木材を20㎥程度消費します。 ②この森林資源の活用によって、山の木が再生産され
ます。 ③木材を伐採して使用することで、新しい木が育ち活発な炭酸同化作用を促します。 ④こ
の炭酸同化作用で、空気中のCo2が固定化されるのです。 これらの一連のサイクルが、地球環境
に好循環に働きます。山の木を使うことは地球温暖化を防止することなのです。

 





Ⅱ-自然材・無垢材で快適な「建物と環境」を創ります。
§「自然石」や「加工石」

　無垢の石は数百年単位で長く使えます。自然の石は使うほどに味が生まれます。自然の石は自

由な加工が可能です。日本の石の使い方は、ヨーロッパに比べると活用度は低いですが、独自の

風合いを生み出す手法を持っています。石の味を建物づくりに生かして、持続できる建物を創り

ます。

§ロートアイアインやステンレスの質感

　鉄はもともと硬くて冷たい無機質な雰囲気を持っています。しかし手作りによるロートアイア

ンはハンマーで叩いたり型で曲げたりすることで、暖かみのある鉄を表現することが可能です。

逆にステンレスはソレッド感を出すことに適しています。無垢の鉄を調和や対比をしながら使い

ます。

§ガラス・土・紙の調和

　ガラスは、加工の方法で、柔らかな光を取込むことができます。「障子」は伝統的な間接光の

取り込みには最適です。光の透過する量が生活の時間帯の変化と共に変化する様は美しいシルエ

ットと生むことができます。土の温かみは壁として用いると、自然度の高い建物となります。



 





Ⅲ-光が変化し、爽やかな風が抜ける「建築」を創ります。
§伸びやかな空間」の広がり

　我々は、建築を立体的な空間として、如何に伸びやかに使うかを考えています。屋外と屋内は

繋がりを持たなくてはいけません。自然の恵みを受け取る空間の仕掛けが必要です。縦の高さ方

向にも広がりが必要です。視覚的な見えの変化も重要です。そうした演出によって、広々とした

豊かな空間を生みだしています。我々は出来るだけ「引き戸(スライディングドア)」を用います。
これは、引き戸が広がりをコントロールする「仕切り機能」を持っているからです。

§「光」と「影」の空間装置
　光は、夏と冬では全く異なる影響を住宅に与えます。朝と夕方でも異なる環境を創り出します

。昼と夜も又異なる雰囲気を醸し出します。この時間的な変化を縦横に楽しむ空間創りを考えて

います。建物で過ごす全ての時間を生き生きと過ごすことが出来るよう配慮しています。

§「建物」と「景」の一体化
　建物の内からの「景」は、建物の利用者にとての楽しみの一つです。日本の伝統的な空間方式

である「生け取り」、「借景」、「地窓」、「坪庭」などは良く使われる手法です。狭い敷地を

有効に活用したり、密度の高い設計を行うことによってこうした楽しみを得る手法を数多く創っ

ています。「四季を楽しむ」ことは、日本文化に脈々と継がれた手法です。この文化を現代生活

様式に合わせて生き生きとした「景」づくりを行います。造園家と連携し、新しい「庭」づくり

も行っています。

§自然の「風」

　緑豊かな「庭」を通った「風」は葉ついた水分の気化熱によって温度が下がっています。この

庭からの「風」は、心地よい居住環境を作り出します。暑い時の「風」は、心地良い生活環境を

作り出します。出来るだけ自然の変化を利用した建築環境を作り出すことを重要に考えています

。



§豊かな「吹抜け」空間
「吹抜け」を設けると施工費は上がりますが、建築の豊かさは向上します。予算と快適さの狭

間で、いつもギリギリの設計を行っています。階段室と廊下を一体化して縦動線を吹き抜けとす

る手法や、居室の天井高さを一部高くして上部からの採光を確保します。 暗い廊下には、トップ
ライトを設けて光のシャワーを設けます。天井変化とそこからの光は、建築に豊かさと変化をも

たらし、自然との一体感を創りだします。そして、多くの人の集まる空間では、天井の高さは音

の響きに影響します。そして壁や天井に無垢木材を用いると音質が大変良くなります。無垢材の

持つ「音まろやか機能」です。この効果は天井高さと相まって質の高い空間づくりができます。

人を優しく包みこみ空間は、音の響きまで大切にしなかればなりません。   















Ⅳ-建築設計事務所クカニアの特徴

設計事務所クカニアは、建築の専門的な知識を必要とする人の「建築の専門知識を持つ代理人」

として、最も望ましい解を見出す役割を担います。我々は、自然の木や無垢材を扱うことに得意

とする設計事務所です。100軒以上の設計実例を持ち、大工職人とコラボレーションし、素材に明
るく、建築の目的に相応しい建築づくりを設計の立場からお手伝いします。 15年以上に渡って京
町家の改修・再生を行ってきました。日本の伝統的な木造様式から数多くの手法や技術を学びま

した。京町家から学んだ日本の木造技術は、汲めども尽きせぬ技と知恵の宝庫です。この技術を

活かして、日本の新しい無垢材の使い方に取り組んでいます。 ＲＣ構造物や鉄骨構造物と無垢木
材との混淆もこの流れから生まれてきました。 自然の素材を使うことによって、空間の豊かさが
変わります。人間の環境として「温もり感」が生まれます。日本の空間美意識が生まれ、心が和

みます。そして、建築空間に「質的な美しさ」が生まれます。RC造や鉄骨造が「乾いた建築」
から、日本の温帯モンスーンに相応しい自然感のある空間に変わります。日本人のDNAがYESと
言う空間が生まれます。そうした空間づくりを目指しています。

§「空間視覚心理学」に基づいた空間づくり
　　空間は、心理学的に延び縮みします。 　　空間は、人の心を変化させます。 　　空間は、人
の心を豊かにします。 　　豊かな空間に居ると、イメージが湧き上がり世界が広がります。
   【例；折れ曲がり】 　日本の空間美意識には、目的に対して直接アプローチせずに、目的に対
するプロセスを大切にする感性が潜んでいます。銀閣寺の「折れ曲がり」は、銀閣寺の神聖さを

高める空間視覚心理学的手法と解釈することができます。「離れて繋がっている２つの空間を直

線では無く、折れ曲がった直線で結ぶ」この手法は、喧噪な世俗と隔絶するために3つ空間視覚心
理学の組合せによって独自の美学を生み出しています。



《1.目的を暗示する》 目的物を直接に見せることをせずに、目的物のイメージを描くように精神
的な集中をあたえます。均質で抽象的な形状の高生垣などが用いられます。

《2.強い方向性を持たせる》 動線を長い直線とすることによって、辿り着きたいと言う期待感を
高めます。目的にたどり着きたいと言う心理は、心の中での期待感が高まることになります。

《3.視界を遮蔽する》 高生垣によって視界から周囲の景色を除き均質な空間とすることで、同じ
景色から何かにたどり着きたい気持ちを増幅させることになります。

これらの空間視覚心理学の組み合わせた「折れ曲がりの手法」は、極めて日本的な手法として様

々な場で応用されています。

空間視覚空間心理学を応用した手法は、日本独自の手法として数多く伝わっています。設計事務

所クカニアはこの空間手法の研究をおこない、現代的な応用によって、人の心を豊かにする技術

を蓄積しています。 西欧の自然に対する美学と日本のそれとは、大きく異なります。その源は、
日本の温帯モンスーンによる四季の変化と密接な関係があります。日本には、自然の変化を生活

に取り込んで自然と同化しようとする感性が空間美意識の根底にあるのです。建築設計事務所ク

カニアは、この空間美意識を磨いて、視覚空間心理学を現代生活に活かすことを空間構成のテー

マにしています。日本の自然感に相応しい空間づくりを考えていま.
 
 §クカニア電子出版本
　今までの出版本を電子出版化しました。アマゾンで販売しています。

 

http://www.amazon.co.jp/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%8C%97%E5%B1%B1%E3%81%AE%E6%9C%A8%E3%81%A7%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8B%E7%99%92%E3%81%97%E3%81%AE%E5%AE%B6-ebook/dp/B00AZ9U6OQ/ref=pd_sim_sbs_kinc_3


「京都北山の木でつくる癒しの家」

「家づくりのDIYはどこまで可能か？」
「レトロ感＝素材感のある家づくり読本」

 「ちょいさんのレトロな家を古材とＤＩＹでつくる奮戦記」
「癒しの家づくり読本」

〒604-0963 京都市中京区麩屋町通二条上る布袋屋町516番地2
 建築設計事務所　株式会社　クカニア  
TEL：075-241-3454　FAX：075-253-2698
http://www.cucania.com
 
 

http://www.amazon.co.jp/%E5%AE%B6%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E3%81%AEDIY%E3%81%AF%E3%81%A9%E3%81%93%E3%81%BE%E3%81%A7%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%8B%EF%BC%9F-ebook/dp/B00AY1TBUA/ref=pd_sim_sbs_kinc_1
http://www.amazon.co.jp/%E3%83%AC%E3%83%88%E3%83%AD%E6%84%9F-%E7%B4%A0%E6%9D%90%E6%84%9F%E3%81%AE%E3%81%82%E3%82%8B%E5%AE%B6%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E8%AA%AD%E6%9C%AC-ebook/dp/B00AWWYD5O/ref=pd_sim_sbs_kinc_2
http://www.amazon.co.jp/%E3%81%A1%E3%82%87%E3%81%84%E3%81%95%E3%82%93%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%88%E3%83%AD%E3%81%AA%E5%AE%B6%E3%82%92%E5%8F%A4%E6%9D%90%E3%81%A8%EF%BC%A4%EF%BC%A9%EF%BC%B9%E3%81%A7%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8B%E5%A5%AE%E9%97%98%E8%A8%98-ebook/dp/B00B78ZTS2/ref=pd_sim_sbs_kinc_2
http://www.amazon.co.jp/%E7%99%92%E3%81%97%E3%81%AE%E5%AE%B6%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E8%AA%AD%E6%9C%AC-ebook/dp/B00BL779O6/ref=pd_sim_sbs_kinc_3
http://www.cucania.com

